
 

  

  

  

公表：  2023 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」大沼校  

  
チェック項目  はい  いいえ  

工夫している点  課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
4 1 

・パーテーションにより個々の

活動空間を確保している。 

一つの空間が少し狭く、粗大運

動などの取り組みが限られてしま

っている。運動療育を行っている

事業所と連携を取りながら保護

者のニーズに応えていけるように

していく。 

②  職員の配置数は適切である  4 1 

常勤職員を 5 名配置して

いる。 

職員配置について、事業所の

職員へも研修をしながら適正数

についての知識を習得していく。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

3 2 

教室の掲示物には文字だ

けではなくイラストも入れて

分かりやすいようにしている。 

事業所の入り口が階段になって

いるためスロープが望ましい。大

家さんへの打診等取り組めるこ

とを整理していく。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

4 1 

清潔で心地よく過ごせる環

境を提供できている。 

ひとつひとつの区切りが甘く意識

が逸れやすい空間になっている

ため他児が他のスペースに行き

やすくなっている。見守りの職員

をつけるなど他スペースに行かな

いように配置を検討していく。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
5 0 

日頃から職員同士で話し

合っている。 

不十分なところもあるため、定期

的なミーティングの機会を増や

し、より一層の情報の共有を図

っていく。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

5 0 

保護者に向けて、毎年アン

ケート調査を行っている。ア

ンケート内容を共有すること

で、振り返りと改善につなげ

ている。 

保護者の方が分かりやすく、閲

覧しやすいような場所に結果を

配置するようにする。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

5 0 

HP 等を通じて公開してい

る。また、教室内にもファイリ

ングし保護者が常に見られ

るところに置いている。 

保護者の方が分かりやすく、閲

覧しやすいような場所に結果を

配置するようにする。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
3 2 

上長巡回など企業内で確

認する体制は取れている。 

第三者委員会が立ち上がって

いないため第三者委員会等の

設置を検討する。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
5 0 

・発達研究所主催の研

修、地区の指導員勉強

 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

会、事業所内研修、外部

研修などを活用し、支援の

質を高めていけるように努め

ている。新人向けの研修を

含めて、充実している。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

5 0 

定期的にモニタリングを行う

ほか、保護者の日頃の話も

参考にしながら作成してい

る。 

 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
5 0 

企業内で統一されたアセス

メントシートを使用してい

る。 

 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

5 0 

本人への直接支援だけでは

なく、相談援助や関係機関

との連携などを行いながら、

間接支援も実施しながら、

本児の成長につながるよう

な支援内容が設定されてい

る。 

 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  5 0 

児童発達支援計画を見な

がら、計画に沿った内容で

支援が行われるように職員

同士で話し合いながら行っ

ている。 

 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  4 1 

支援内容については個々の

指導員の持っている能力も

活用しながら、職員同士で

話し合いを行っている。 

職員一人ひとりが、より意見が

出しやすいようなコミュニケーショ

ンの充実を図っていく。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  5 0 

固定化されないように課題

の把握をしっかりと職員同

士で話し合いながら行ってい

る。 

 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
4 1 

保護者の希望と本人の特

性を考えながら作成するよう

にしている。 

個別の療育のため集団療育の

支援計画は十分に組まれてい

ない。個々の活動で適宜同時

刻の他児との関わりを取り入れ

るなど工夫している。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
4 1 

支援前後に職員同士での

話し合いを行い、PDCA を

意識しながら、実施してい

る。 

職員一人ひとりが、より意見が

出しやすいようなコミュニケーショ

ンの充実を図っていく。 



 

  

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

5 0 

支援前後に職員同士での

話し合いを実施している。

些細なことでも共有するよう

に心掛けている。 

   

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
5 0 

支援記録に関しては、事実

と客観性を大切にしながら、

職員同士で話し合いながら

改善につながるように実施し

ている。 

   

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
5 0 

現状について事業所全体

で共有をしながら、今後に

向けての方向性も含めて、

全員参加の体制でモニタリ

ングを実施している。 

   

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

5 0 

管理者責任者が出席する

ようにしている。また必要に

応じて指導員も同行してい

る。 

   

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
3 2 

連携できるような体制をとっ

ている。 

南区の保健センターを中心

に連携を取っている。 

事業所の所在地区の子育て支

援センターだけではなく、利用者

さんの所在地区の支援センター

ともより一層の連携を図ってい

く。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

5 0 

協力医と連携を取ってい

る。 

重心障害児の利用はな

い。 

  

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

5 0 

協力医と連携を取ってい

る。 

重心障害児の利用はな

い。 

  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

5 0 

保護者とのフィードバック時

に幼稚園等の様子を伺って

いる。保護者の要望に応じ

て、関係機関への訪問や連

携を行っている。 

   

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

5 0 

保護者からの要請があれば

移行支援に向けて連絡調

整が取れるように準備はし

ている。 

   

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

5 0 

研修スケジュールを共有し、

参加できる研修には参加す

るようにしている。 

   



 

  

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
3 2 

子どもの通っている場所に

連携が取れるように努力し

ている。 

子どもの通っている保育所等と

連携するようにする。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
3 2 

児発管を中心に研修に参

加し、協議会の内容を校舎

で共有するようにしている

が、コロナ禍で参加できてい

ない。 

市の児童部会には参加できて

いないため協議会について把握

するように努めていく。 

南区の地域協議会へは参加し

ている。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
5 0 

当日あったこと起きたことは

必ず当日中に職員で共有

し、対応するように努めてい

る。 

 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

5 0 

フィードバック時に家庭での

様子を聞き、児童に合わせ

た声掛けの方法などを保護

者と一緒に考えるようにして

いる。 

適宜、事業所内相談支援

を行い、家族援助をしてい

る。 

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
5 0 

契約時に保護者にきちんと

説明を行い、理解を得てい

る。また、教室の保護者の

手の届く所に常時掲示閲

覧できるようにしている。 

 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

5 0 

6 ヶ月毎にモニタリングや個

別支援計画の作成変更を

実施し、決定までに保護者

に説明し同意を得ている。 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
5 0 

フィードバック時に園や家庭

での様子を必ず聞くように心

掛けている。 

適宜、事業所内相談支援

を行い援助をしている。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
1 4 

コロナの影響もあり、保護者

会を行うことはできていな

い。また、父母会組織はなく

支援することはできていな

い。個別支援を望む保護

者が多いため、きらりに、保

護者同士のつながりを求め

ていない様子もある。 

父母会の設置を求められた際に

はすぐに行動できるように準備を

行う。コロナなど情勢を見ながら

定期的に保護者会を開催でき

るように検討する。 



 

  

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

5 0 

当日に受けた相談はなるべ

く当日中に児発管や他の職

員に伝達し情報を共有し、

早期対応ができるようにして

いる。 

   

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

5 0 

3 か月に 1 回程度ブログの

作成を行い、イベントの案

内や支援の様子を利用者

保護者を含めた外部に向け

て情報を発信している。 

少ないというご意見も頂いている

ため、2 か月に 1 回や 1 か月に

1 回など頻度を上げていけるよう

に努めていく。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  5 0 

利用者の個人情報はファイ

ル管理したうえで施錠できる

書庫で管理保管している。

また、机上整理に努め、個

人情報の紛失漏洩がない

ように努めている。 

   

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
5 0 

担当制ではないため、毎回

職員間で支援内容や支援

者の様子を引継ぎしてい

る。 

毎回支援後にフィードバック

を行い、支援内容や日々の

生活について情報を共有し

ている。 

   

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
2 3 

地域住民を招待するような

イベントを企画できていな

い。 

地域との関りが持てるようになに

かできないか模索していきたい。

けれど、コロナということもありなか

なか先に進められていない。ま

た、そういった機会が作れていな

い。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

5 0 

月に 1 回必ず防災訓練を

実施し、緊急災害等に備え

ている。また、毎月の防災

訓練に向けた防災計画を

利用者保護者の目の届くと

ころに掲示周知している。 

保護者の方に認知されていない

ようなので、今後は可能な限り

利用者さんも含めて実働訓練

なども取り入れていけるように計

画していく。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
5 0 

月に 1 回必ず防災訓練を

実施し、緊急災害等に備え

ている。 

 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
5 0 

基本情報シートを面談時に

記入（契約時までには記

入）している。また、医師か

らの診断書や、発達検査の

てんかんを持っている利用者さん

の細かい様子の変化は報告相

談するようにしている。 



 

  

結果等を情報提供いただ

き、支援前に確認してから

支援に入っている。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
4 1 

面談時に必ず聞き取りを行

い、基本情報シートに記入

し、情報を職員間でも共有

している。 

食事提供は行っていないた

め医師からの指示書などは

頂いていない。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
5 0 

過去の事例に職員全体が

目を通すように努めている。 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
5 0 

校舎内や地区全体で研修

を受け、対応の方法を学習

している。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

5 0 

契約時に保護者の方にきち

んと説明を行い、了解を得

ている。 

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2023 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」大沼校         保護者等数（児童数）：22    回収数：22    割合：100％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
21 1 0 0  

 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     21 0 0 1 

・子ども 1 人に対し

て 2 人の先生に見

てもらえているので

満足しています。 

・お子さんの状況に合わせ

て支援の提供方法等工

夫しながら行わせていただ

いております。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

19 3 0 0  

 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        
21 1 0 0 

・ベッドを用意しても

らったり、いろんなお

もちゃがあったり良い

環境だと思います。 

・お子さんの状況に合わせ

て支援の提供方法等工

夫しながら行わせていただ

いております。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
21 0 0 0 

・こちらの意見やお

願いした事も計画に

いれてくれています。 

・日頃からお子さんの状況

やニーズを把握しながら支

援を計画するように心掛

けております。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

19 1 0 1 

未回答：1 

・今後、成長する上

で必要な支援を考

え設定してくれてい

ます。 

 

・お子さんの成長のために

これからも職員全員で発

達の状況を踏まえながら

課題を設定していきます。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  22 0 0 0  
 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
19 2 0 1  

 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

6 4 1 11 

・必要性を感じな

い。 

・子どもがまだ赤ちゃ

んのため、そういった

機会がなく、ちょっと

わかりませんでした。 

・必要だと感じられたときや

保護者のニーズに合わせ

て、引き続きサービス提供

を行わせていただきます。 

 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

・幼稚園に通ってい

るので、きらりからの

他園との交流はした

事がありません。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
21 1 0 0  

 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

22 0 0 0  

 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
8 5 2 7 

・ペアレントトレーニ

ングは分からないで

すが、都度、不安な

ことや分からないこと

は相談させて、いた

だいてます。 

・ペアレントトレーニ

ングが説明を読んで

もよく分からなかった

のですが、毎回説

明や子どもの様子を

見て、発見があった

りはしています。 

・その都度のふり返

りの時に相談や質

問に対して丁寧に

答えてもらっていま

す。 

・ペアレントトレーニングとし

ての講習会などは開催で

きておりませんが、保護者

の方へ毎回の支援後のフ

ィードバックや個別の相談

支援を通じて、保護者の

方への支援を行わせてい

ただいております。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

20 2 0 0 

・幼稚園の様子も

細かく聞いてくれて

子供の状況を理解

してくれています。 

・集団での生活の基礎と

なる園生活の状況を理解

することは、個別支援提

供の上で大切なことだと考

えておりますので、引き続

き園での様子をお聞かせく

ださい。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
14 5 1 2 

・まだ面談の機会は

あまりないです。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

・個別の面談を随時受け

付けてはおりますので、お

申し付けください。 

⑮  父母の会の活動の支援や、保護者会等の 1 2 9 9 未回答：1 
 



 

  

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

・必要性を感じな

い。 

・まだ他の保護者の

方と会う機会はない

です。 

・保護者同士の交

流は望んでおりませ

ん。 

・やったことはありま

せん。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

・父母会等は開催できて

おりません。 

・保護者の方のニーズも

踏まえながら、今後事業

所として取り組めることは

取り組んで行きたいと思い

ます。 

保護者の負担にならない

ように検討していきます。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

17 2 0 3 

・まだ特に相談など

したことがないのでわ

かりませんでした。 

・ふり返りの時に相

談させてもらっていま

す。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

・相談支援は随時行わせ

ていただいております。ま

た、お子さんの様子で気に

なったことがあった際にはこ

ちらからもお声掛けさせて

いただいております。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
20 1 0 1 

・子供の話を丁寧に

聞いてくれています。 

・お子さんが楽しんで利用

していただけるようにお子さ

んの意思決定も大切にし

ながら今後も支援を提供

させていただきます。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

11 3 0 7 

未回答：1 

・利用し始めてまだ

そこまでたっていない

のでわかりませんで

した。 

・定期的にと言われ

ると少ないかな？と

思います。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

 

・3 か月に 1 度のブログの

更新を心掛けております

が、発信が少なくなってお

り申し訳ありません。 

今後、出来る限り月に 1

度など頻度を上げて更新

できるように心掛けて参り

ます。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  19 1 0 2  
 

非

常

時

等

の

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

10 3 0 9 

未回答：1 

・訓練をされている

かどうか確かめたこと

がないのでわかりま

せん。 

 

・月に一度の防災訓練を

実施しております。支援の

時間をさけて職員で行う

ようにしておりますが、今後



 

  

対

応 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

は利用者さんも交えなが

ら取り組めるように計画を

立てていきたいと思いま

す。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
4 5 0 12 

未回答：1 

上記と同じ理由で

す。 

・入所したばかりな

のでサービス全体が

まだ分かっていない 

 

・月に一度の防災訓練を

実施させていただいており

ます。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  20 2 0 0 

・まだ言葉を話せな

いのでわからないの

ですが、だんだん慣

れてきている感じは

します。 

・とっても楽しみにし

ています。 

・とても楽しみにして

います。 

・お子さんのペースに合わ

せて慣れていって欲しいと

思います。 

・楽しんで通えて頂けるこ

とはとても嬉しいです。これ

からも楽しみながらきらりを

利用していただきたいと思

います。よろしくお願いいた

します。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  22 0 0 0 

・いろんな遊びをして

もらって、新たな発

見もあったりするので

満足しています。 

・今後ともよろしくお

願いします。 

・いろいろな活動を通して

さまざまな学びや刺激を

受けることで成長につなが

ればと思っております。 

こちらこそ今後ともよろしく

お願いいたします。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


